
ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先　policy@johokiko.co.jp

 

FAX．03-5740-8766

　　　　★http://www.johokiko.co.jp/
                  の申込みフォームからも承ります！

セミナー名 開催日　7月　22日

所属･役職 TEL FAX

受講者 e-mail e-mail上司氏名

〒
会社名 住所

今後ご希望の案内方法にレ印を記入下さい(複数回答可）　□e-mail □FAX　□郵送　□不要

講師割引申込
※この申し込み用紙は切り離さず、下記フォーム
　にご記入の上、そのままお送り下さい。

＜講師割引適用について＞
・本申込用紙にてお申込された場合、講師紹介割引が適用されます。
・割引額はそれぞれ右記料金より、1名ご参加の場合 ¥10.500円引き、2名以上参加の場合 通常の同時申込割引から更に1名につき￥2100円引きとなります。
・割引の適用条件としましては、本申込用紙にて、fax申し込みされた方に限らせていただきます。また場合によっては
  講師にご確認を取らせていただくことがございますので、その点ご了承下さい。
・その他割引との併用はできません。

【講師割引申込用紙】
TEL．03-5740-8755　　FAX. 03-5740-8766

本講座料金より ¥10,500 引き
2名以上参加　更に¥2,100 引き

         ＜申込要領＞
1.申込を確認次第、弊社より受講券、請求書、
 会場地図等をお送り致します。
2.受講料のお支払いは、原則として開催日までに
 お願い致します。後日になる場合は予定日をご明記
 ください。また、当日会場でのお支払いも可能です。
3.申込後、ご都合により講習会に出席できなくなり
 ました場合は、代理の方の出席をお願い致します。
 止むを得ず欠席される場合、弊社事務局迄ご連絡
 下さい（受付時間9：00-17：00）。
以下の規定に基づき料金を申し受けます。
●開催日から逆算（土日・祝祭日を除く）して、
・講座3日前～4日前での欠席のご連絡：受講料の70％
・講座当日～2日前での欠席のご連絡：受講料の100％
4. 原則として銀行振込の場合、領収証の発行はいた
 しません。振込手数料はご負担下さい。

●講　師  アイデアクラフト 代表 開米 瑞浩 先生

　「図解」は複雑な情報を人に説明するための強力な武器ですが、実際にはなかなかうまくできません。

これは「図解」以前に文章そのものの論理構造を読み取る「読解力」が不十分なことが多いためです。

このセミナーでは「分けて、揃えて、並べる」という単純な手法で読解力と図解力を一気に伸ばす方法を学びます。

　※講義２：実習８の割合で実習中心に進めます。一部でグループワークが入ります。

１．図解力のカナメは読解力
　(1) 人は意外に文章を読めていない

　(2) 図解力は図の書き方の知識ではない

　(3) 単語を一直線に並べるだけで図解はできる

　(4) 理解のカギを握る「座標軸」を読み取ろう

２．論理思考の定石で要点整理能力を高めよう
　(1) 「ステートメント」を考えて「あいまいさ」を見抜く

　(2) 自由連想を駆使して発想を広げる

　(3) ＭＥＣＥとロジックツリーで論理的バランスをとる

実習で学ぶ！実践的ロジカルシンキング
図解を駆使してわかりやすい文書を書く力を磨きます！

●日　時　2008年7月22日火曜日 10:30-16:30
●会　場　[東京・大井町]　きゅりあん

●受講料　1名43,050円(税込、資料・昼食代含)
＊1社2名以上同時申込の場合、1名につき32,550円 

 
技術者・研究者のための

『読み書き・図解力』向上セミナー

■ご経歴：東京大学理科一類中退後、IT技術者として14年間仕事をし、その間に「複雑な情報を図解でコミュニケーションする技術」を蓄積。
　その経験を元にIT専門誌等に連載した「読み書き・図解力」の記事が大人気を博し、2003年からそのテーマによる企業研修を主業務として活躍中。
　著書に「図解　大人の『説明力！』」（青春出版社）、「最強のビジネス図解ワークブック」（東洋経済新報社）。

３．意外に単純ながら奥が深い「図解」の技術
　(1) 「構造」が見えるような情報整理の基本とは？

　(2) キーワードはたった３つで良い

　(3) ３つの「１」で図解のデキをチェックする

　(4) 寝ても覚めてもネーミングを考える

４．「図解」実習とことん追及
　(1) 医薬・化学系の簡単な文書を読んで

　　　それを図解する実習を行います

　　＜質疑応答＞

『読み書き・図解力』向上セミナー


